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腸チブス予防注射に続発 した小鬼の接種結核症に裁て (細菌学的検索)

白 石 正 堆

片 山 碩 夫

緒 言

昭和21年5月12日腸 チ フス ･パ ラチ フスAB混合 ワクチ ンの予防 注射 を受 けた兵庫 薪道場 小学校学

童 631名の中102名が注射30-40日頃より注射局所の陸肢を来し,局所は次第に結核性渡濠にな り,又

隣嵩淋巴腺 も腫帳した. 既に臨林的レ練学的検索成績は佐川 ･岩崎 ･富田 ･田村等により,叉病理学

的検索成績は京大病理学教皇天野等により報告せられたO 吾}{にもその局所及び局所淋巴腺組織の一

部を提供せられたので,該組織 より分離し浄結核菌株の検索を行ったO

検 査 成 績

1_材料及び分離昔株

&)淋 巴腺13例より分離 した6枚 (世野 ･中畠 ･上野 ･北田･丸桐 ･吉尾) J

b)皮膚局所 (破紡績療) 8例より分離 した 4枚 (藤原か ･藤原隆 ･上野 ･世野)

¢)兵庫願三田療養所にて分離 した 5枚 (南野 ･古顔 ･大路 ･岸田,この外法射担当女医の喋塊より分離 した近藤

株)

d)腸チフスワクチンを作製した菜摘fF_実験所保存の人型 フランクフjL,t秩

上記組手練材料21例の中,7例より組織標本を作製 し鏡検したところ,仝例にラング-ンス互大細胞を含む肉芽性符節

が散在してL､るのを認め,その中林巴腺 2イ恥 皮膚硬結部 1例tJ{於て符節周縁部LJ{抗酸性の常体を数個宛証明した｡

2.分離培養
4%苛性曹達前処置法により4%ダウセ l)ン加及び伺不加上坂,友田卯培地上に分離 した｡

集落はグ'リセ l)ン加増地上に6-7週後IJ7'､発現 し, 旺盛な増殖を示 し,淡黄白色,各棟共明かに人塑菌の eugOnic

geycerinoph主lの発育を途げた｡

3･形態 ･染色牲及びカタラーゼ作用

各株ともチールネールゼン染色法にて定型的抗酸性を示し,1.0-1.8px0.3〟の梓薗l/7:してムツフ焼塩を 0カ至
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3,4個認めた｡抗煮沸性は 正f-20-35,カタラーゼ作凧 ･ま1-2倍であった｡

節 1表 供試菌株の生物学的性状

読者沸性Rf
カタラーゼ
作 JJJ i温熱抵抗性

消 毒 薬 抵 ･抗 性
Tll炭 酸 クレゾ ー ル

1.0% 1.0%

>1･0 1.0

発 育 甫 嚢
ス ミ ス 曲 線

Jrli rL,] r)H

大 路 25 2 550 1.0 1.0 0_370 7.0

近.港 35 4 570 1.0. 1.0 0.367 70

岸 凹 35 2. 570 1.0 1.0 0.243 7.0

第 2表 動物実験 (接種40日剖検内巌所見)

÷ I: :i -十 三 三

第 3表 動物実験 (接種60日剖検内臓所見)

菌 株 番号 肝 節 牌 腎所 見 重 量 大 き

近 藤 3 次 日栄粒.-米粒帝 節 多 数 次自巽東～米 穀大給節各葉に10個 粟勉,Y米粒大無数 (融合) 3.1瓦 22×40耗 て-)
4~ 粟粒大 .多 数 采 戟 大 .6-7個 同 上 1ー4 18×32 (-)

岸 田 7 巽粒大 .■10個 粟粒～米粒7-8個 米 粒 大 9個(融合) 1.0 16×31 (-)

8 (-) 粟粒～.単米粒6-7個 米 粒 大 多 数 1.7 17×34 (-)

12 同 上 粟 粒 大 .lo備 米 粒 大.無 数 1.3 18×31 (-)

南 野 15 ′J､豆大 .6-7個 粟 粒 大 .多 数 _ 粟 粒 大 無 数(融合) 3..8 24×45 (-)
16 卒業粒大 ●無数 粟 粒 大 .6-7個 年粟粒大多数 2.4 22×36 (-)

大 路 19 同 上 粟 粒 大 .多 数 同. 上 1ー4 18×30 (-)

4.モルモット感染賓鹸

近藤,j'I1--LIL,古劫三,両肌 大路の諸株を体4._-_300-400丘のセ ル -ヒッ ト4頭宛に0.1mgを人魅皮下LJこj妾種 した｡40日
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及び60H後 各2菰宛尿殺 した結果何れの動物の内腹にも全身性進行性鯖核の病変を認めた｡即ち接種局肝の腺癌及び

の乾酪性符節を認めた｡ ツベ7レク')ン反歴は何れも感染 2週後 より陽蒋 し7週後には陽性率の低下を認めた｡

5.温熱及び滑毎車に封する生坑性

上記各菌株の継代5代の旺盛なる菌苔 よV)1cc-1mgの蘭液を.つくり,ス.i･ツグラスL,7:その0･5ccを分注 し,53oC,I

550C,57Dc の湯一浴Ll1に30分漬け,廼二ちに水冷後 3白金耳畳宛を2本の卯培地l/7:塗擦培養 した0第 1表にその発育阻

止最低温度をしめした｡叉同上首液0.5ccに0.5,1.0,2.0%石炭酸水,或は1.0,2.0,4.0.,,'̂3クレブ -Jt,液を等量加

えて20分放置,3000回韓10分遠心し,沈漆を生理的食盈水にて洗液,再遠心 し,その沈蛙を上記同株e/7:培養こした｡節

1表にその発育阻止最低濃度をしめした｡巨ロち近藤 ,岸[11,南野,古顔,大路株は何れも温熱550-570(1,クレブー

ル液及び石炭酸蔽共に1.0,0/0(/てて衝の死滅するのを認めた0

6.液体嬉地に於ける増殖状態とpH曲扱

ツートン培地 (分法皇50cc)上の発育蘭量 (蘭膜の沈下 し始める頃)は蘭秩l/7:より相当相違 した｡
ソー トン培地に於げろpti曲線は各棟共人型菌嘱;有のスミス曲線を示 し,発育 3乃至4週まではアJt,カ1)性側にpI壬

増大を示 し次で酸性側に低下 した｡最高pHは分離菌株 6株 と近藤株は6.8-7.U,神戸F株は7.5-7･8,岸EH株は7･0

であったo

結 論

以上の諸性状を概観すると各分離 及び 保存株相互間に明確な異同をつけることは困難なようである

けれども,大体にみて近藤株,岸田株は他の分離株より僅かに異った性質を有するのではないかともみ

られた｡ (抗煮沸性,消毒薬及び温熱抵抗性)｡しかし之 も菌株に変異性のあること植否定しえないか

ら,是丈で断定することは無論出釆ない｡ 唯 1)ウペック事件に於で分離せられたキ-ル株が著明な色

素産生能 (特にl)ボフラビン系の賛光性に富む色素)を示したような特異性が見出された場合は,菌株

の同定が可能であらうか｡吾,kが分離した菌株は何れ も斯様な特殊 な 性状を示さなかったO
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京都大学糖核研究所細菌血清学部 (主任 椴的教授)

山 田 修

繕 一言 1■■

ll
さきに植田 は結核菌のキルヒナー液培養の初期菌膜について,易染性形の憲章を指摘して以乗,戸
E_') 31 4) 5)
田,[与部,中村,水野 等によって追試が行ほれた｡これ ら研究者の観る所は旦すLも上記植田のそれ
に一致しないO 併し乍ら,こゐ様な異説は材料のとり方,模本作製の手続 き,その他稜々の事柄に原

因する如 くにも考へられるから,それ らの諸点について下記の如 く検討した｡

其の1)模本中の血清,血薬及び卵白成分が結核菌非抗酸性形の染色に及ぼす影響

(1)尊顔材料並に方法

血捕,血梁は家兎か ら探 り'血清は蒸潜水にて 2,10,/50及び 10O倍に稀釈 したものも使用 した｡人型帯核菌膏LTl


